請求の表示の記載例

●　請求の表示
（請求の趣旨）
　被告は，原告に対し，１００万円及びこれに対する平成○年○月○日から支払済みまで年５分の割合による金員を支払え。
（請求の原因）
　原告は，平成○年○月○日，被告に対し１００万円を弁済期平成○年○月○日との約定で貸し付けた。

●　別紙引用の場合（督促異議事件の場合）
別紙請求の趣旨，原因記載のとおり
　ただし，債権者とあるのを原告と，債務者とあるのを被告と，それぞれ訂正する。

●　一部請求減縮があった場合
請求の趣旨
　主文同旨
請求の原因
　別紙「請求の趣旨，原因」中の「請求の原因」記載のとおり
　なお，原告は，平成○年○月○日に金○○円の入金があったとして，これを全額元金に充当し，主文のとおり請求を減縮した。

●　貸金の場合の請求の表示
１　原告は，被告に対し，平成○年○月○日，金○○円を，返済期限平成○年○月○日の約定で貸し渡した。
２　上記返済期限は経過した。
３　よって，上記の貸金○○円及びこれに対する平成○年○月○日から支払済みまで年５パーセントの割合による遅延損害金の支払を求める。

●　売買代金の場合の請求の表示
１　原告は，被告に対し，平成○年○月○日，○○○を代金○○万○○○○円で売り渡した。
２　被告は，平成○年○月○日，○万円を支払ったのみである。
３　よって，上記の残代金○○円及びこれに対する平成○年○月○日から支払済みまで年６パーセントの割合による遅延損害金の支払を求める。

●　売掛代金の場合の請求の表示
１　原告は，被告に対し，平成○年○月○日から平成○年○月○日までの間，○○を代金合計金○○円で売り渡した。
２　支払期限の平成○年○月○日は経過した。
３　よって，上記の残代金○○円及びこれに対する平成○年○月○日から支払済みまで年６パーセントの割合による遅延損害金の支払を求める。

●　リース料の場合の請求の表示
１　原告は，平成○年○月○日，原告が○○社から購入する物件○○を，被告に対し，次の約定でリースする旨契約した。
リース料　平成○年○月から同○年○月まで，毎月○日限り，各３万円を支払う。
遅延損害金　年１４．６％
特　　　約　　被告がリース料の支払を１回でも遅滞したときは，被告は，当然期限の利益を失い，残リース料残額を直ちに支払う。
２　被告は，原告に対し，平成○年○月○日，借受日を同日とする本件物件の借受証を交付した。
３　原告は，○○社に対し，平成○年○月○日，上記物件の購入代金○○万円を支払った。
４　被告は，平成○年○月○日に支払うべき上記リース料の支払を怠った。
５　よって，上記リース料の残額○○万○○○○円及びこれに対する平成○年○月○日から支払済みまで年１４．６％の割合による遅延損害金の支払を求める。

●　請負代金の請求の表示
１　原告は，平成○年○月○日，被告との間で，○○○の工事を代金○○万円で請け負う旨の契約をした。
２　原告は，平成○年○月○日，上記の工事を完成し，被告に引き渡した。
３　よって，上記の請負代金残額○○万円及びこれに対する平成○年○月○日から支払済みまで年６％の割合による遅延損害金の支払を求める。

●　交通事故による損害賠償請求の場合
（請求の趣旨）
　被告らは，原告に対し，連帯して３００万円及びこれに対する平成○年○月○日から支払済みまで年５分の割合による金員を支払え。
（請求の原因）
１　平成○年○月○日午後○時ごろ，○○県○○市○町○番○号先道路において，被告○○は同人運転の貨物自動車を原告乗車中の普通乗用自動車に衝突させ，そのため，原告は，○○の傷害を受け，２００万円の損害を被った。
２　被告△△は，右貨物自動車の運行供用者である。

●　交通事故による損害賠償請求（運転者甲及び自賠法３条の運行供用者乙を共同被告とする場合）
１　原告は，被告の過失による次の交通事故により，損害を被った。
　　　事故の年月日　　平成○年○月○日午後○時○分ころ
　　　場　　　　所　　○○市○○町○番地先道路
　　　加害者・運転者　車種○○（登録番号○○）・被告運転
　　　被害者・運転者　車種○○（登録番号○○）・被告運転
　　　事故の態様　　　○○○○○。
２　原告の被った損害
　（１）　金○○円　　被害車両の修理費
　（２）　金○○円　　代車料
３　よって，上記の損害金合計金○○円及びこれに対する平成○年○月○日から支払済みまで年５分の割合による遅延損害金の支払を求める。

●　賃貸借契約
原告は，平成○年○月○日，被告との間で，被告に対し次のとおり賃貸する旨契約し，同日，同物件を引き渡した。
(1)　物　　件　　　○○市○区○○町○丁目○番地　○○荘○○号室
(2)　賃貸期間　　　○年
(3)　賃料（共益費を含む）　月額○万○○○○円
(4)　賃料支払方法　毎月○日限り翌（当）月分を支払う。

●　建物明渡し，未払賃料請求の場合
１　原告は，平成○年○月○日，被告に対し，別紙物件目録記載の建物（本件建物）を賃貸した。
２　平成○年○月○日，○○を理由に上記賃貸借契約を解除した。
３　よって，原告は，本件建物の明渡し並びに未払賃料金○○円及びこれに対する平成○年○月○日から明渡済みまで１か月金○○円の割合による賃料相当損害金の支払を求める。

●　移転登記手続請求（売買契約に基づく場合）
（請求の趣旨）
被告は，原告に対し，別紙物件目録記載の建物について，平成○年○月○日売買を原因とする所有権移転登記手続をせよ。
（請求の原因）
原告は，平成○年○月○日，被告から別紙物件目録記載の建物（以下「本件建物」という。）を買い受けた。

●　抹消登記手続請求（所有権に基づく場合）
（請求の趣旨）
被告は，原告に対し，別紙物件目録記載の建物について，○○法務局○○出張所平成○年○月○日受付第○○号所有権移転登記の抹消登記手続をせよ。
（請求の原因）
原告は，別紙物件目録記載の建物（以下「本件建物」という。）を所有している。

●　解雇予告手当の請求
１　原告は，平成○年○月○日，被告に雇用された。
２　原告は，平成○年○月○日，被告から解雇された。
３　よって，原告は，解雇予告手当として，１日当たりの平均賃金○○円の○○日分である金○○円及びこれに対する平成○年○月○日から支払済みまで年○パーセントの割合による遅延損害金の支払を求める。

●　時間外割増給料の支払請求
（請求の趣旨）
被告は，原告に対し，金○○万○○○○円及びこれに対する平成○年○月○日から支払い済みまで年１４．６パーセントの割合による金員を支払え。
（請求の原因）
１　原告は，平成○年○月○日から平成○年○月○日までの間，被告会社において仕入，出荷の補助業務に従事した。
２　その間において，次のとおり時間外の割増給料が未払いのままである。
　　割増額　　　時給○○円×０．２５＝○○○円
　　未払い額　　○○○円×○○○時間＝○○万○○○○円
３　よって，原告は，平成○年○月○日，被告に対し上記金額を請求したが，支払いがない。

